
活動支援事業企画提案書【日南町半学半域型地域おこし協力隊】 

団体名 多里の鉱山を語り継ぐ会（会長 石川優） 

団体の紹介 

（事業概要等） 

当会は、平成 21 年に若松クロム鉱山跡が国の近代化産業遺産に認定さ

れたのを機に、多里のクロム鉱山で働いていた人が鉱山の遺構や歴史を保

存するために結成された団体です。 

平成 28 年からは地域の若者が会の事業に参画するようになり、若松鉱

山跡のガイドツアー、遺構の研究及び保存活動、シンポジウム等の誘致な

どを行っています。 

近年、遺構の崩壊がますます激しくなり一刻も早いレスキューが必要と

なっていることから、現在、崩れた建屋の撤去や瓦礫の下になっている日

本で現存する唯一のハルツジグ比重選鉱機の保護を目指して日々頑張っ

ています。 

また、旧多里宿は鉱山の全盛期には米子の朝日町に次ぐ繁華街とも呼ば

れるほど賑やかでしたが、今は空き家だらけになっており、鉱山遺構の観

光利用による旧多里宿の活性化についても考えています。 

隊員の受入希望人数 １名 

隊員の主な業務内容 

（１）機械選鉱場の修繕にかかる設計に関すること 

（２）多里の鉱山にかかる研究及び利活用に関すること 

（３）旧多里宿のリノベーションに関すること 

活動計画 

※年ごとの活動計画を記載してください（最長３年）。 

１．鉱山を語り継ぐ会の業務 

【１年目・２年目】 

（１）機械選鉱場の修繕にかかる設計に関すること 

 ①機械選鉱場の屋根が崩壊して貴重な比重選鉱機が野ざらしになって

います。建屋再建にかかる設計案を立案してもらいます。 

（２）旧多里宿のリノベーションに関すること 

  隊員の住居となる民家をシェアハウス等にリノベするための計画立

案、また、その工事を DIYワークショップ形式で実行してもらいます。 

 ①民家のリノベ案の立案 

②リノベワークショップの開催 

２．自主研究活動のテーマ・・・隊員自ら設定 

→上記「１．鉱山を語り継ぐ会の業務」が大学等における学位取得のため

の研究テーマと重ならなかった場合、下記に関して自らテーマを設定して

取り組んでください。 

【１年目・２年目】 

（１）多里の鉱山及び旧多里宿にかかる研究及び利活用に関すること 

 ①産業・建築・鉱物など様々方面からの研究 

 ②利活用案の検討 

 ③その他 

隊員の活動時間等 ※勤務時間帯・休日（曜日）等を記載してください。 



特に決まった勤務時間はないです。学業の合間に出勤していただく。具体

的な時間は協議の上、決定します。 

隊員の主な活動区域 日南町多里地域 

事業の実施により 

期待される効果 

（１）鉱山遺構の保存・利活用の推進 

（２）日南町を支えたクロム鉱山について研究が深まる。 

（３）旧多里宿の活性化 

求める人材 

（人物像・能力・経験等） 

（１）鉱山遺構（機械、歴史、廃墟）に魅力を感じている人 

（２）研究の基礎となる考え方を習得している人 

（３）建築設計の素養がある方 

（４）人を不快にさせない人 

隊員の任期終了後の

展望（イメージ） 

 

引き続き鉱山の研究や利活用に関わってもらえると嬉しいです。 

 

活動経費の予定額 

報償費 1,740,000円 

（内訳）報償費：日額 14,500円×120日（10か月間） 

活動費 1,666,666円 

（主な使途）住居の借上費、居住環境の整備に関する費用、活動旅費、活

動用車両の借上費、DIYワークショップ開催に関する費用、活動環境の整

備に関する費用（パソコン及び周辺機器のリース代、インターネット利用

料、作業道具、消耗品）、関係者間の調整・住民や関係者との意見交換会に

要する費用、活動保険料 

その他 

（隊員募集にあたり

アピールしたい点等） 

日本最大のクローム鉱山であり、日本唯一公開されている機械選鉱場

（日々痛みが激しくなっており、何らかの手立てが必要）の保存・利活用

を一緒に取り組んでみませんか？ 

※記載した内容について詳細がわかる資料があれば添付してください。 


